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研究成果の概要（和文）： 
ICT 環境での学習を改善するために，ブレンディッド学習とフルオンライン学習の 2 つの
学習形態にノートテイキングを導入し，ノートテイキングに関する意識や，学習者の特性，
テスト得点などを調査し，ノート記録内容の言語的特性を分析した．その結果，学習形態
による調査項目間および言語的特徴の因果関係の違いを明らかにした．また，学習成果で
あるテスト得点に影響を及ぼす学習者特性の要因の抽出と，学習形態の影響を明らかにし
た． 
 
研究成果の概要（英文）： 
To improve learning using online learning environment, note-taking activity was 
introduced into two types of university courses such as blended learning and fully 
online learning, and note-taking skills and various indices of students were surveyed. 
Additionally, The lexical features of notes taken were analyzed, such as the word ratios 
of student notes and the degree of coverage of the lecturer's notes. The relationships 
among those metrics were analyzed and compared between two courses. 
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１．研究開始当初の背景 
 
大学での学習指導について，下記のような状
況と問題点があると考え，本研究に取り組ん
だ． 

(1)学習過程分析による学習力向上の必要性  
情報技術活用教育を成功させるためには，継
続的に学習に参加できる学習力が不可欠で
ある．これは学士力の確保の観点でも重要で
ある．オンライン学習などの情報技術活用教
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育では，学習者に提供する教材や資料を充実
させても，それらを利用した具体的な学習過
程の分析は不十分であった．一方，このよう
な学習過程や学習方略の分析として，ノート
テイキングによる検討が行われてきた． 
 
(2)協調-参加型学習の導入の必要性 
日本では，今日でも講義形式の知識伝達型授
業が中心であり，情報技術活用教育でもオン
ラインビデオを視聴する形式が多い．この方
法では，対面形式でも学習者の参加意識が低
く，授業改善が求められている．一方，グル
ープワークを中心とした協調学習の必要性
が指摘されるが，講義型形式からの転換方法
は明確でない． 
 
(3)学習者特性による学習活動の分析や，特性
に応じた指導法開発の必要性 
情報技術活用教育を効果的に運営，実践する
ために，性格，学習スタイル，情報リテラシ
ー能力などの学習者特性が，学習活動に対す
る考え方や，学習効果に与える影響を検討し，
その因果モデルを検討した．しかし，これま
での検討では学期前後での関係を分析して
おり，個々の学習者の学習活動，理解・失敗
の過程は検討できなかった．また，正規の大
学での情報技術活用授業に関するこの種の
分析事例はなく，詳細な検討が求められてい
る． 
 
 
２．研究の目的 
 
(1)大学で開講されている情報通信技術を活
用した授業である，ブレンディッド学習とフ
ルオンライン学習において，学生のノートを
評価分析し，ノート記録活動の分析と，学習
者特性との関係と学習形態による違いを明
らかにする． 
 
(2)学生のノート記録に関する意識を明確に
するために，ブレンディッド学習とフルオン
ライン学習で共通する因子構造を抽出し，評
価指標を確立する． 
 
(3)学習者特性からテスト得点である学習成
果への効果について明らかにする． 
 
(4)ノート記録活動や内容による学習成果へ
の効果を明らかにする． 
 
 
３．研究の方法 
 
(1)学習形態と授業 
調査対象にしたのは，同一教員が担当した情
報システムに関する 2つの学部の正規授業で

ある．いずれも ICT 環境を活用した講義形式
の授業で，ブレンディッド学習とフルオンラ
イン学習で実施された．受講者はすべて ICT
環境での学習経験を持つ学部学生である． 
授業の概要を以下に示す． 
 
①ブレンディッド学習 
本授業は双方向型遠隔教育で毎週実施した．
このため，授業内では書画カメラで示された
板書を用いて説明され，学生はスクリーンを
見ながら受講した．学生には，オンライン学
習環境(LMS)によるオンラインテストが提供
された．オンラインテストの得点を最終成績
の参考にすることを案内して，オンラインテ
ストによる学習を促進した．また，オンライ
ンテストは学生が満足するまで何回でも受
験でき，その最終得点を記録した． 
 
②フルオンライン学習 
この形態では，オンライン教材とオンライン
テストで学習した．学習教材は，オンライン
教材と事前に指定した教科書である． 
オンライン教材は，音声解説付きのスライド
である．スライドを自動再生すると，講義内
容が説明されるものである．これは，対面授
業でスライドを用いて説明する授業形式を
シミュレートしたものであるが，手動操作に
よって繰り返しや部分的な確認も可能であ
る． 
教材は，15週で終了するように 13のモジュ
ールに分けられており，学生は毎週，各モジ
ュールを自分のペースで学習するように指
示された．また，オンラインテストを用意し，
学習した内容の理解を学習者自身が確認で
きるようにした．オンラインテストは何回で
も受験，自己採点が可能で，受講者が満足す
る得点になるまで受験できた． 
ただし，毎週，受講者を教室に集め，理解度
を確認するために週テストを実施した．この
ため，学生は各モジュールを毎週学習するこ
とが求められた． 
 
(2)ノート記録の分析評価 
授業ではノートを記録することを求め，その
ノートの提出を求めた．また，提出されたノ
ートは担当教員が「優」，「良」，「可」のよう
に評定した．「良」のノートは，提示情報を
記録していることを意味する．記録された内
容の加筆や構造化，あるいは不足状況によっ
て，「優」や「可」とした． 
 
(3)学習者特性 
本研究では，学生の特性を把握するために，
以下の調査を実施した． 
 
①性格 5 因子: 学生の性格を International 
Personality Item Pool (IPIP) inventory50



項目を用いて測定した． 
この調査では，「外向性」，「協調性」，「勤勉
性」，「情緒安定性」，「開放性」の 5因子の因
子得点として算出した． 
 
②情報リテラシー: 藤井(2007)が開発した
情報リテラシー32項目の調査質問紙を用い
た． 
その 8因子構造は，「関心・意欲」，「基礎操
作能力」，「情報収集能力」，「数学的思考能力」，
「情報整理能力」，「応用操作能力」，「態度」，
「知識理解」である． 
ただし，後述の分析では 2次因子分析によっ
て抽出された，「操作スキル」と「態度」を
用いた． 
抽出した 2次因子の構成は，「操作スキル」
は，「関心意欲」，「基礎操作能力」，「数学的
思考能力」，「応用操作能力」，「知識理解」を
含み，2次因子の「態度」は，「情報収集能力」，
「情報整理能力」，「態度」が含まれた． 
 
③学習経験: 学習者の ICT環境での学習や大
学での学習経験を，10項目の質問で調査した． 
これらの項目から，第 1因子 e-Learningの
教材評価，第 2因子 学習習慣，第 3因子 学
習方略の 3因子が抽出された． 
 
 
４．研究成果 
 
(1)ノート記録評価 
調査対象にした 2つの授業形態におけるノー
ト評価を比較分析し，その傾向を明らかにし
た． 
ブレンディッド学習では，教員が提示する情
報に追記した「優」のノートと，ほぼそのま
ま写した「良」のノートの割合が同程度であ
った．フルオンライン学習では，提示スライ
ド内容をそのまま記述した「良」のノートが
ほとんどであること．また，数式を中心とし
た授業内容では，評定間の頻度差が小さいこ
となどが，確認できた． 
 
(2)ノート記録スキルに関する評価指標の確
立  
学生のノート記録に関する技術や意識を調
べるための調査項目を開発した．2 つの学習
形態での分析から，3 因子を抽出した．第 1
因子を「ノート機能の理解」，第 2因子を「ノ
ートの利用方法」，第 3 因子を「ノートの表
現」とした． 
本研究では，それぞれノート機能，ノート利
用，ノート表現と呼ぶ． 
 
(3)評価指標間の因果分析の結果 
部分的な因果関係の確認を経て，全指標間の
関係を試行錯誤的分析によって検討した． 

本分析において，性格などについては寄与が
大きいものだけを残した．分析では，パス係
数の有意性を検定し，学習形態のいずれかで
有意な係数が得られるパスを残した． 
分析結果では，学生の性格や情報リテラシー
がノート意識因子に影響を与えていた．さら
に，ノート意識因子が，学習経験やノート，
オンラインテストに影響を与えており，特に
フルオンライン学習で顕著になっていた． 
学習形態間でパス係数を比較すると，ノート
意識因子の第 3 因子「ノート表現」からノー
ト評価と，学習経験の第 2 因子「学習習慣」
から最終テスト得点へのパスにおいて，有意
な差が見られた． 
いずれもフルオンライン学習では係数が有
意であり，顕著な傾向があった．すなわち，
ノート表現のスキルを持つと自己評価して
いても記録したノートが必ずしも評価され
ないことや，学習管理が学習者に委ねられる
フルオンライン学習においては，学習習慣の
自己評価が最終テスト得点に影響を及ぼす
ことが考えられた． 
 
(4)テスト得点に影響を与える要因の検討 
オンラインテストと最終テストの得点に影
響する要因を分散分析によって調べた． 
まず，主効果を確認すると，オンラインテス
ト得点では，ノート意識因子やノート評価の
要因が有意であった．最終テスト得点では，
性格の「外向性」とノート評価の要因が有意
であった．学習形態の要因は，全て有意では
なかった．ただし，交互作用の効果を調べる
と，情報リテラシーや学習経験の要因と学習
形態の交互作用が有意であり，学習形態の選
択において，考慮すべき要因と考えることが
できる． 
 
(5)ノート記録内容の学習成果への効果 
調査した 2つの学習形態における学生が記録
したノートの内容について，教員が提示した
単語との関係から記録された単語の特徴を
抽出し，記録した単語数や単語数割合，記録
割合などで評価し，学習形態間の違いを調べ
た．その結果，学習形態間での違いは顕著で
はなかった． 
ノート記録の活動と学習成果としてのテス
ト得点との関連を分析したところ，記録した
単語数割合が期末テスト得点に影響してい
ることを明らかにした． 
学習者特性や学習経験とノート記録の活動
指標との関係を，因果分析によって関係を調
べ，学習形態による関係の違いを明らかにし
た． 
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